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企 業 庁  
 
 



会　　計　　名
平成22年度
決算額(Ａ)

平成21年度
決算額(Ｂ)

差　　　引
(A)-(B)

61,978 62,784 △805 当 年 度 損 益 1,451

60,034 61,674 △1,640 前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 2,769 

1,451 536 914 当 年 度 未処 分利 益剰 余金 4,221

8,610 8,625 △15 当 年 度 損 益 580 

7,994 7,829 164 前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 13 

580 739 △159 当 年 度 未処 分利 益剰 余金 593 

961 1,203 △241 当 年 度 損 益 347

617 637 △20 前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 505 

347 568 △220 当 年 度 未処 分利 益剰 余金 852

1,552 1,596 △43 当 年 度 損 益 0

1,552 1,596 △43 前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 0 

0 0 0 当 年 度 未処 分利 益剰 余金 0

739 728 11 当 年 度 損 益 0

739 728 11 前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 0 

0 0 0 当 年 度 未処 分利 益剰 余金 0

73,841 74,937 △1,095 当 年 度 損 益 2,379

70,938 72,466 △1,528 前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 3,288

2,379 1,844 534 当 年 度 未処 分利 益剰 余金 5,668

 注 １ 金額は、税込みで記載してありますので、収入と支出の差と当年度損益とは符合しません。

　　２ 百万円未満切捨てのため、合計等に符合しません。

       分担金及び負担金が約２億３千万円の減

       有価証券利息・預金利息が約７千万円減

主な増減理由

　　　で減少したため、水道料金収入が約１億４千万円の減

２　電気事業会計

１　水道事業会計

収入　　給水人口、給水戸数ともに微増したものの、水道使用水量は、営業用、工業用等

支出　　修繕費が約４億３千万円の減、調査及び委託費が約２億９千万円の減

支出　　三保ダム受託管理費が約９百万円の増

３　公営企業資金等運用事業会計

支出　　減価償却費が約４百万円の減

４　相模川総合開発共同事業会計（受託事業のため収支同額）

収入　　降雨量の増加に伴い、発電電力量が増となり、電力料金収入が約８千万円の増

５　酒匂川総合開発事業会計（受託事業のため収支同額）

収入　　有価証券利息が約１億４千万円の減

支出　　共同施設受託管理費が約４千万円の減

支出　　相模貯水池管理費が約１億円の増

     平成22年度公営企業決算の概要（企業庁）

当年度損益

当年度損益

当年度損益

収　　入

収　　入

支　　出

収　　入

支　　出

水 道 事業 会計

○　収益的収支の状況（税込み）

当年度損益

酒 匂 川 総 合
開 発 事業 会計

当年度損益

当年度損益

収　　入

支　　出

支　　出

合　　　計

収　　入

         　　（単位　百万円）

22年度損益の状況

公営企業資金等
運 用 事業 会計

相模川総合開発
共 同 事業 会計

電 気 事業 会計

支　　出

収　　入

区　　分

支　　出

－１－



○　資本的収支の状況（税込み）

会　　計　　名
平成22年度
決算額(Ａ)

平成21年度
決算額(Ｂ)

差　　　引
(A)-(B)

12,509 8,732 3,777

26,356 24,225 2,131

13,847 15,493 △1,645

5,188 4,914 273

1,648 2,042 △394

－ － －

9,456 8,148 1,307

7,327 2,200 5,126

－ － －

120 100 19

120 100 19

－ － －

222 118 104

222 118 104

－ － －

27,496 22,015 5,481 　

合　　　計 35,674 28,687 6,987

13,847 15,493 △1,645

 注　百万円未満切捨てのため、合計等に符合しません。

支出　　放流設備改良工事が約６千万円の増、多重無線設備改良工事が約４千万円の増

支出　　城山貯水施設整備費が約６千万円の増、寒川取水施設整備費が約５千万円の減

５　酒匂川総合開発事業会計（受託事業のため収支同額）

収入　　一般会計からの繰上償還に伴う他会計への長期貸付金償還金が約11億円の増

支出　　水道事業会計への長期貸付金が約52億円の増

４　相模川総合開発共同事業会計（受託事業のため収支同額）

支出　　城山発電所第２期改造事業費の終了に伴い約２億３千万円の減

３　公営企業資金等運用事業会計

　　         （単位　百万円）

22年度の補てん財源の内容

主な増減理由

１　水道事業会計

収入　　企業債の繰上償還のため資金会計からの長期借入金が約52億円の増

減債積立金　　　　　　　　　　  47
消費税資本的収支調整額　　     491
過年度分損益勘定留保資金     7,268
当年度分損益勘定留保資金     6,040

水 道 事業 会計

電 気 事業 会計

収　　入

支　　出

補てん財源使用額

補てん財源使用額

区　　分

収　　入

支　　出

支出　　企業債の繰上償還のため企業債償還金が約36億円の増

収　　入

公営企業資金等
運 用 事業 会計

相模川総合開発
共 同 事業 会計

酒 匂 川 総 合
開 発 事業 会計

収　　入

支　　出

収入　　購入債券の満期に伴う償還金が約３億３千万円の増　

支　　出

補てん財源使用額

２　電気事業会計

収　　入

補てん財源使用額

補てん財源使用額

収　　入

支　　出

支　　出

補てん財源使用額
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